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This study shows an investigation for the onshore wind turbine foundation in Higashi-izu Town, Shizuoka 
Prefecture. The crack inspection for the top surface of footing and vibration measurement were performed. It 
was found that the target wind turbine foundation vibration in a translational motion. Then, current damage state 
of the foundation was determined using FE analysis. In the static analysis, the failure mode of the foundation 
was predicted as a corn-shaped failure of the footing concrete. The concrete damage state inside the foundation 
was different depending on the intensity of the cyclic load and the direction of the load. 
































握と数値解析による損傷形態の予測は 3 基あるうちの 2
号機を対象に，ひび割れ調査 1，2 号機を対象に行った．


























計測は 2017 年 8 月 22 日と 8 月 23 日に実施した．計測
時の天候は両日とも晴れであった．8 月 22 日は平均風速
7.4m/s，南西の風であり，8 月 23 日は 0m/s，東北東の風
であった．サンプリング周波数を 200Hz とし，1 データ 5
分間計測としたデータ数は 8 月 22 日が 37，8 月 23 日が
































図 3 フーチング端部の計測位置 
 

























A 加速度計 T タワー頂部 EW 東西
D 変位計 M タワー中部 NS 南北
FCT フーチング中央上面 H 水平















































図 5 実測データ加速度フーリエスペクトル図 
(a)風車タワー頂部南北方向 (b)フーチング端部 (c)地盤 
図 4 実測データ応答変位図 








(a)1 号機 (b)2 号機 
























































表 4 主材料特性値 表 3 地盤材料特性値 
表層 粘性土 0.80 3.00 14.00 0.50 29685.29 10.20
第1層 粘性土 5.80 4.00 14.00 0.50 35961.17 61.23
第2層 粘性土 11.50 11.00 15.00 0.50 75628.15 125.84
第3層 砂質 15.50 24.00 16.00 0.30 86850.46 205.68













ベースプレート 鉄筋コンクリート 無筋コンクリート 
アンカープレート 
図 7 解析モデル概要 
(a)地盤断面と構造物全体図 (b)地盤断面図 
(c)構造物断面図 (d)フーチング内部及びアンカー配筋図 





























































図 8 回転角算出箇所 
図 9 モーメント‐回転角関係 
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図 11 凡例簡易図 
(a)凡例簡易図 (b)降伏範囲簡易図 



































(c)8100kNm(頂部変位:0.46m) (d)9450kNm(頂部変位:0.54m) (e)9900kNm(頂部変位:0.56m) 
アンカープレート 
モーメント－回転角関係 





































載荷方向は杭方向，載荷回数は 1000 回とした． 









頂部変位が 10cm と 20cm を損傷形態の予測の対象と













図 16 フーチング端部の変位 
図 14 風車タワー頂部変位 図 15 実測値と解析値の比較 
  

















































    
(a)杭方向載荷：載荷方向断面 
頂部変位 10 ㎝          
(b)杭方向載荷：載荷方向断面 
頂部変位 20 ㎝ 
(c)杭方向載荷：アンカープレート断面 
頂部変位 10 ㎝          
(d)アンカープレート断面簡易図 
200μ 0 
図 18 荷重別損傷形態の予測         
